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う
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と
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高
尾
川
は
豪
雨
時

に
は
氾
濫
を
お
こ

す
こ
と
も
あ
り
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
ま
た
高
雄
交

差
点
付
近
で
は
側
溝
に
土

砂
が
堆
積
し
、
道
路
冠
水

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
た

め
２
点
伺
う
。

①
高
尾
川
に
つ
い
て
は
筑

紫
野
市
や
県
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
が
、

そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

②
側
溝
内
の
土
砂
の
撤
去

を
繰
り
返
し
求
め
て
き
た

が
、
市
の
見
解
は
。

す
ぐ
や
る
班
は
、

市
民
の
方
か
ら
の

緊
急
性
の
高
い
要
望
に
対

し
て
迅
速
に
対
応
す
る
施

策
で
あ
る
。
す
ぐ
や
る
班

が
発
足
し
て
２
年
目
を
迎

え
、
市
民
の
要
望
に
素
早

い
機
動
力
を
発
揮
し
て
現

場
に
赴
き
、
困
り
ご
と
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
民
か
ら
大
い

に
喜
ば
れ
、
深
く
感
謝
さ

れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
現
在
活
躍
中
の

す
ぐ
や
る
班
に
つ
い
て
、

３
点
伺
う
。

①
す
ぐ
や
る
班
が
対
象
と

す
る
業
務
内
容
に
つ
い
て

②
令
和
６
年
４
月
か
ら
令

和
７
年
８
月
迄
の
活
動
実

績
に
つ
い
て

③
す
ぐ
や
る
班
が
担
う
業

務
の
問
題
点
に
つ
い
て

①
高
尾
川
に
つ
い

て
は
本
市
と
し
て

も
重
要
な
課
題
と
捉
え
て

い
ま
す
。
直
近
で
は
令
和

７
年
７
月
に
筑
紫
野
市
と

協
議
を
行
い
、
現
況
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
河
川

改
修
は
基
本
的
に
下
流
側

か
ら
整
備
を
行
う
こ
と
を

確
認
し
、
今
後
の
可
能
性

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
道
路
側
溝
は
雨
水
等
の

排
水
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。
高
雄
交
差
点
付
近

の
現
状
は
市
も
把
握
し
て

い
ま
す
。
側
溝
は
日
ご
ろ

か
ら
の
維
持
管
理
が
大
切

と
な
り
ま
す
の
で
、
土
砂

撤
去
が
必
要
な
場
合
は
国

や
県
に
引
き
続
き
適
正
な

管
理
を
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

①
主
な
活
動
内
容

は
、
市
有
地
の
草

刈
り
や
樹
木
の
伐
採
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
調
整
や

放
置
自
転
車
の
回
収
、
側

溝
の
土
砂
上
げ
、
不
法
投

棄
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
、

有
害
鳥
獣
出
没
時
の
出
動

対
応
、
イ
ノ
シ
シ
用
箱
わ

な
の
点
検
及
び
捕
獲
な
ど
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
機
動
的
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

②
令
和
６
年
度
の
主
な
活

動
件
数
は
、
先
ほ
ど
述
べ

た
活
動
内
容
を
合
計
す
る

と
１
，
０
０
０
件
余
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
今
後
は
、
さ
ら
な
る
認

知
度
向
上
を
図
り
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
機
動
的
、
積
極

的
に
応
え
て
い
く
事
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

高
尾
川
の
管
理
を

「
す
ぐ
や
る
班
」の

更
な
る
推
進
を

長は

谷せ

川が
わ

公こ
う
せ
い成  

議
員

橋は
し
も
と本

健け
ん  

議
員

大雨時の高尾川（2018年頃）の様子

すぐやる班

録画映像はこちら

録画映像はこちら

全質問項目

全質問項目

◇高尾川の河川改修と側溝内の土砂
撤去について
◇高雄交差点の改良について
◇学童保育所のクラス分けについて

◇すぐやる班について
◇元気づくりポイント事業について
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重
度
障
が
い
者
へ

の
支
援
策
と
し
て
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成

や
運
転
免
許
を
自
主
返
納

し
た
者
へ
の
交
通
系
IC

カ
ー
ド
交
付
制
度
は
存
在

す
る
。
一
方
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
継
続
的
な
移

動
支
援
制
度
は
、
現
時
点

で
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
の
移

動
手
段
と
し
て
の
タ
ク

シ
ー
券
助
成
に
関
し
、
２

点
伺
う
。

①
高
齢
者
の
移
動
支
援
策

と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
券
助

成
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
つ
い
て

②
他
市
の
先
進
事
例
や
費

用
対
効
果
を
踏
ま
え
、
一

人
当
た
り
年
間
２
万
円
相

当
の
支
援
を
提
案
す
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

本
市
出
身
の
矢
ケ

部
紋あ

や

可か

さ
ん
、
真ま

衣い

さ
ん
姉
妹
が
第
10
回
ア

ジ
ア
太
平
洋
ろ
う
者
競
技

大
会
に
デ
フ
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
日
本
代
表
と
し
て
出
場

し
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
と
団

体
戦
で
優
勝
し
、
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
さ
れ
た
。

ま
た
、
太
宰
府
東
中
学

校
３
年
生
の
今
村
好こ

の

花か

さ

ん
は
第
52
回
全
日
本
中
学

校
選
手
権
女
子
１
０
０

メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
で
中

学
校
新
記
録
を
打
ち
立
て
、

２
連
覇
を
果
た
さ
れ
た
。

彼
女
た
ち
の
活
躍
を
た

た
え
る
と
と
も
に
、
市
庁

舎
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
て
市

民
に
広
く
知
ら
せ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

「
国
際
理
解
は
人

間
理
解
」
と
い
う

基
本
理
念
の
も
と
太
宰
府

西
小
学
校
が
進
め
て
き
た

国
際
理
解
教
育
が
今
年
36

年
目
を
迎
え
る
。
人
間
理

解
の
深
ま
り
は
日
常
生
活

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
も

繋
が
る
。
国
際
理
解
教
育

と
国
際
交
流
活
動
に
つ
い

て
２
点
伺
う
。

①
国
際
理
解
教
育
を
小
学

校
１
校
だ
け
に
と
ど
め
ず
、

本
市
の
教
育
方
針
と
し
て

全
小
中
学
校
に
ひ
ろ
げ
て

は
ど
う
か
。

②
太
宰
府
市
国
際
交
流
協

会
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て

い
る
草
の
根
の
国
際
交
流

活
動
の
現
状
と
改
善
点
に

つ
い
て

本
市
の
学
校
教
育

に
お
け
る
諸
課
題

と
方
向
性
に
つ
い
て
３
点

伺
う
。

①
本
市
の
小
中
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
の
課
題

と
方
向
性
に
つ
い
て

②
部
活
動
地
域
移
行
の
課

題
と
方
向
性
に
つ
い
て

③
本
市
の
不
登
校
対
策
に

つ
い
て

①
本
市
教
職
員
の

時
間
外
勤
務
は
、

小
・
中
学
校
と
も
に
減
少

傾
向
に
あ
り
、
働
き
方
改

革
の
成
果
が
徐
々
に
表
れ

て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

働
き
方
改
革
指
針
に
基
づ

き
、
支
援
体
制
や
職
場
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
を
通
じ

て
、
職
場
環
境
の
改
善
に

①
タ
ク
シ
ー
は
柔

軟
か
つ
個
別
対
応

が
可
能
で
、
買
い
物
や
通

院
な
ど
日
常
の
移
動
手
段

と
し
て
有
効
で
す
。
一
方
、

タ
ク
シ
ー
券
助
成
制
度
の

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
対

象
者
の
範
囲
や
予
算
規
模
、

公
平
性
の
確
保
、
地
域
の

交
通
事
業
者
と
の
調
整
、

既
存
の
公
共
交
通
と
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
、
検
討
す
べ

き
課
題
が
あ
り
ま
す
。
加

え
て
、
今
後
の
公
共
交
通

の
在
り
方
に
つ
い
て
所
管

部
署
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

慎
重
な
対
応
が
必
要
で

す
。

②
同
制
度
を
導
入
し
て
い

る
他
自
治
体
の
先
進
事
例

を
参
考
に
し
つ
つ
、
よ
り

効
果
的
な
高
齢
者
の
移
動

市
か
ら
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

広
報
紙
な
ど
の
媒
体
を
通

じ
て
広
く
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
報

道
機
関
に
取
材
を
い
た
だ

け
る
よ
う
、
積
極
的
に
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
報
道
機
関
を

通
じ
て
発
信
さ
れ
る
情
報

は
、
基
本
的
に
は
市
の
経

費
を
か
け
る
こ
と
な
く
広

域
的
か
つ
効
率
的
に
伝
わ

る
た
め
、
費
用
対
効
果
の

面
か
ら
も
最
も
有
効
な
方

法
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。懸

垂
幕
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
宣
伝
効
果
や
経
費

面
、
適
用
範
囲
な
ど
の
検

証
を
行
い
な
が
ら
選
択
肢

①
国
際
理
解
教
育

は
異
文
化
理
解
と

共
生
を
促
す
教
育
で
、
各

学
校
が
計
画
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
本
市
で
は

小
学
校
６
年
生
、
中
学
２

年
生
を
九
州
国
立
博
物
館

に
招
待
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
を
持
っ
た
子
ど
も

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
国
際
理
解
教
育
を
大

切
に
し
、
多
文
化
に
共
感

す
る
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
国
際
交
流
協
会
で
は
国

際
交
流
促
進
、
外
国
人
学

生
支
援
、
在
住
外
国
人
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
協
会
活
動
の
さ
ら
な

る
周
知
を
図
り
、
在
住
外

国
人
の
協
会
加
入
促
進
や

支
援
事
業
の
充
実
に
努
め
、

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

②
国
は
、
部
活
動
の
「
地

域
移
行
」
を
「
地
域
展
開
」

へ
と
方
針
転
換
し
、
令
和

８
年
度
か
ら
の
着
手
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
も
部
活
動
改
革

会
議
を
開
催
し
、
地
域
展

開
に
向
け
た
具
体
的
な
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
本
市
で
は
、
今
ま
で
の

不
登
校
支
援
に
加
え
て
、

仮
想
空
間
で
の
つ
な
が
り

を
可
能
に
す
る
メ
タ
バ
ー

ス
の
活
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
を
選
択
で
き
る

よ
う
、
多
様
な
不
登
校
支

援
事
業
を
提
供
し
て
お
り
、

そ
の
効
果
が
現
れ
て
き
て

い
ま
す
。

高
齢
者
の
外
出
を
支
え
る

タ
ク
シ
ー
券
助
成
制
度
を
提
案

市
庁
舎
へ
の
懸
垂
幕
設
置
で

応
援
を

国
際
理
解
・
国
際
交
流
活
動
を

広
め
よ
う

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
向
け
た

学
校
教
育
の
課
題
と
対
応
策

馬ば

ば場  

礼れ
い

子こ  

議
員

原は
ら

田だ

久く

み

こ

美
子  

議
員

木き

村む
ら  

彰あ
き

人と  
議
員

徳と
く
な
が永  

洋よ
う
す
け介  

議
員

支
援
策
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

の
一
つ
と
し
て
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら 録画映像はこちら

全質問項目 全質問項目

全質問項目 全質問項目

◇高齢者の移動支援策としてのタク
シー券助成制度導入について
◇デマンド交通の実証実験と公共交
通の広域整備について

◇市役所庁舎への懸垂幕設置につい
て
◇地域の公園について

◇国際理解教育と国際交流活動につ
いて
◇海外姉妹都市交流と、市長の海外
視察について

◇本市の学校教育における諸課題と
方向性について

市役所庁舎懸垂幕
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２
０
４
０
年
問
題
を
視

野
に
本
市
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
２
点
伺
う
。

⑴
第
四
次
太
宰
府
市
地
域
福
祉

計
画
に
つ
い
て

①
計
画
の
実
効
性
と
進
捗
管
理
。

②
複
合
的
課
題
を
抱
え
る
世
帯

へ
の
支
援
体
制
。

③
地
域
の
担
い
手
不
足
と
人
材

育
成
。

④
情
報
格
差
の
是
正
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
。

⑤
持
続
可
能
な
地
域
福
祉
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
の
財
源
確
保
。

⑵
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て

①
新
設
、
あ
る
い
は
既
存
施
設

を
機
能
転
換
す
る
必
要
性
。

②
地
域
活
性
化
の
中
の
位
置
づ

け
及
び
将
来
的
な
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
で
の
展
望
。

③
市
民
主
体
の
活
動
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
と
運
営
体
制
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
だ
ざ

い
ふ
ペ
イ
と
紙
ラ
ク
商
品

券
が
発
行
さ
れ
、
地
域
事

業
者
支
援
と
市
民
生
活
の

経
済
的
支
援
の
２
つ
の
側

面
が
あ
る
。
し
か
し
事
業

者
か
ら
は
新
規
顧
客
の
開

拓
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
、

換
金
手
数
料
が
上
が
り
利

益
が
減
っ
て
い
る
、
市
民

か
ら
は
家
族
全
員
抽
せ
ん

に
外
れ
た
、
一
部
の
人
し

か
利
用
し
て
い
な
い
の
で

は
、
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

る
た
め
３
点
伺
う
。

①
毎
年
の
事
後
調
査
に
よ

る
事
業
効
果
と
影
響
は
。

②
市
民
向
け
事
業
と
し
て

の
評
価
は
。

③
今
後
も
事
業
を
続
け
て

い
く
の
か
。

市
内
の
交
差
点
整

備
に
つ
い
て
２
点

伺
う
。

①
大
宰
府
政
庁
跡
交
差
点

に
お
い
て
、
坂
本
八
幡
宮

へ
の
参
拝
者
増
加
に
伴
い
、

右
折
車
両
に
よ
る
渋
滞
が

発
生
し
て
お
り
、
住
民
生

活
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
実

績
お
よ
び
改
善
策
に
つ
い

て
伺
う
。

②
観
世
音
寺
前
交
差
点
は
、

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
に

よ
り
歩
行
者
に
と
っ
て
は

利
便
性
が
高
い
一
方
で
、

車
両
の
右
左
折
が
制
限
さ

れ
、
立
ち
往
生
す
る
車
両

が
見
受
け
ら
れ
る
状
況
で

あ
る
。
現
状
の
把
握
お
よ

び
改
善
策
に
つ
い
て
伺
う
。

６
月
議
会
で
は
個

別
避
難
計
画
の
進

捗
を
伺
っ
た
。
今
回
は
災

害
時
要
配
慮
者
な
ど
発
災

時
に
ご
本
人
自
身
で
は
避

難
で
き
な
い
方
々
の
避
難

と
そ
の
避
難
訓
練
に
つ
い

て
５
点
伺
う
。

①
避
難
訓
練
の
意
義
に
つ

い
て

②
障
が
い
者
や
個
別
避
難

計
画
作
成
済
み
の
対
象
者

の
避
難
方
法
に
つ
い
て

③
そ
の
避
難
方
法
の
有
効

性
に
つ
い
て

④
屋
内
・
垂
直
避
難
の
有

効
性
に
つ
い
て

⑤
避
難
訓
練
の
実
施
計
画

に
つ
い
て①

避
難
訓
練
は
災

害
時
の
迅
速
か
つ

的
確
な
行
動
に
つ
な
が
り
、

避
難
経
路
や
危
険
箇
所
の

⑴
①
毎
年
見
直
し
を
行

い
、
今
後
の
取
り
組
み

に
反
映
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

②
複
数
の
関
連
す
る
関
係
課
で

連
携
し
た
取
組
を
行
う
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。

③
地
域
活
動
の
担
い
手
育
成
の

た
め
の
支
援
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

④
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
て
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

⑤
各
種
法
令
に
基
づ
き
、
国
県

の
負
担
金
、
補
助
金
等
を
財
源

と
し
て
い
ま
す
。

⑵
①
重
要
な
意
味
を
持
つ
施
設

に
な
り
ま
す
の
で
、
検
討
を
重

ね
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
施
設
に
持
た
せ
る
機
能
や
費

用
な
ど
を
鑑
み
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
も

①
顧
客
の
来
店
頻

度
や
購
入
額
の
増

加
な
ど
の
効
果
が
確
認
で

き
て
お
り
、
域
内
消
費
が

喚
起
さ
れ
地
域
事
業
者
の

経
営
安
定
に
寄
与
し
て
い

る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

②
市
民
か
ら
の
期
待
や
需

要
は
高
く
、
市
民
と
地
域

事
業
者
の
結
び
つ
き
の
強

化
、
地
域
内
で
消
費
す
る

習
慣
の
定
着
が
図
ら
れ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

③
域
内
経
済
循
環
強
化
の

仕
組
み
と
し
て
有
意
義
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
事
業
実
績

や
太
宰
府
市
商
工
会
か
ら

の
報
告
、
市
民
の
声
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
県

の
補
助
金
の
動
向
も
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

①
大
宰
府
政
庁
跡

交
差
点
は
、
一
車

線
で
右
折
車
の
影
響
に
よ

り
直
進
車
両
が
滞
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
市
は
交
通

量
調
査
や
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
で
認
識
し
て
お
り
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
那
珂
県

土
整
備
事
務
所
の
ほ
か
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、

対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

②
観
世
音
寺
前
交
差
点
は
、

朱
雀
方
面
か
ら
右
折
す
る

際
に
特
に
車
両
の
流
れ
が

滞
り
ま
す
。
観
世
音
寺
側

が
史
跡
地
か
つ
私
有
地
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
う

え
で
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
協
議
・
検
討
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

把
握
、
地
域
連
携
や
防
災

意
識
の
向
上
に
寄
与
し
ま

す
。

②
障
が
い
の
種
類
や
状
況

に
応
じ
て
担
架
や
車
椅
子

を
備
え
、
個
別
避
難
計
画

に
基
づ
き
支
援
者
と
連
携

し
た
避
難
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

③
災
害
の
種
類
や
状
況
に

よ
り
対
応
は
異
な
る
た
め
、

自
治
会
や
民
生
委
員
等
と

情
報
共
有
・
連
携
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

④
屋
内
避
難
や
垂
直
避
難

は
状
況
に
応
じ
た
方
法
の

選
択
が
重
要
で
す
。

⑤
11
月
９
日
に
市
内
全
域

で
地
震
災
害
対
応
訓
練
を

実
施
し
、
自
治
会
ご
と
に

訓
練
計
画
を
作
成
す
る
予

定
で
す
。
訓
練
案
と
し
て
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
安

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を

は
じ
め
と
す
る
各
計
画
の
推
進

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

事
業
検
証
を

暮
ら
し
に
影
響
す
る

交
差
点
へ
の
今
後
の
対
応

災
害
時
要
配
慮
者
の

防
災
対
策
強
化
を

堺さ
か
い

剛つ
よ
し  

議
員

神こ
う
た
け武

綾あ
や  

議
員

入い
り

江え

寿ひ
さ
し  

議
員

森も
り

田た  

正ま
さ
つ
ぐ嗣  

議
員

総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
今
後
も
新
し
い
公
共
の
視
点

を
も
っ
て
、組
織
横
断
的
に
様
々

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

否
確
認
訓
練
を
提
案
し
て

い
ま
す
。

録画映像はこちら 録画映像はこちら

録画映像はこちら 録画映像はこちら

全質問項目 全質問項目

全質問項目 全質問項目

◇本市の将来を展望したまちづくり
ビジョンについて
◇本市のデマンド交通実証実験と交
通インフラについて

◇プレミアム付商品券事業について
◇学業院中学校施設整備について
◇指定管理者制度について

◇市内交差点の整備について
◇通学路の整備について

◇災害時要配慮者の防災対策
　について

プレミアム付商品券使用可能店舗
掲示タペストリー・のぼり第四次太宰府市地域福祉計画

大宰府政庁跡交差点
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令
和
元
年
度
よ
り
、

森
林
環
境
譲
与
税

が
全
国
の
市
町
村
お
よ
び

都
道
府
県
に
配
分
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
報
道

に
よ
れ
ば
、
そ
の
約
４
割

が
活
用
さ
れ
ず
基
金
に
積

み
立
て
ら
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
森
林

環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
３

点
伺
う
。

①
森
林
環
境
譲
与
税
の
交

付
額
お
よ
び
基
金
の
状
況

に
つ
い
て

②
森
林
環
境
譲
与
税
の
具

体
的
な
活
用
計
画
に
つ
い

て③
未
使
用
の
ま
ま
基
金
へ

の
積
立
て
が
継
続
さ
れ
る

場
合
の
対
応
方
針
に
つ
い

て

①
交
付
額
の
累
計

は
約
４
，
６
４
７

本
年
12
月
か
ら
令

和
８
年
３
月
ま
で

（
※
）、
五
条
か
ら
高
雄
に

か
け
て
デ
マ
ン
ド
交
通
の

実
証
実
験
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
少
な
く
と
も
朝
夕

は
バ
ス
を
運
行
す
る
必
要

が
あ
り
、
デ
マ
ン
ド
交
通

と
の
併
用
が
求
め
ら
れ
る

た
め
２
点
伺
う
。

①
令
和
８
年
４
月
以
降
の

西
鉄
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て②
ま
ほ
ろ
ば
号
の
導
入
に

つ
い
て

①
運
行
さ
れ
て
い

る
路
線
バ
ス
が
突

然
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
安
は
続
い
て

お
り
、
廃
止
と
な
る
と
沿

線
住
民
や
バ
ス
利
用
者
は

急
激
な
変
化
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
西

万
円
で
あ
り
、
現
時
点
の

基
金
残
高
は
約
１
，
５
５

４
万
円
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
約
３
，
９
２
９
万
円
を

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
森
林

環
境
譲
与
税
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

②
令
和
３
年
度
に
森
林
整

備
実
施
計
画
を
策
定
し
、

令
和
４
年
度
以
降
は
こ
の

計
画
に
沿
っ
て
毎
年
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

調
査
結
果
を
も
と
に
、
令

和
５
年
度
か
ら
順
次
森
林

整
備
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
材
利
用
の
促
進

を
図
る
取
組
と
し
て
、
い

き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
１

階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に

木
製
本
棚
を
設
置
し
ま
し

た
。

③
毎
年
、
森
林
調
査
や
森

林
整
備
の
財
源
と
し
て
基

鉄
に
は
利
用
状
況
や
地
域

の
実
情
な
ど
を
伝
え
、
交

通
手
段
の
検
討
、
廃
止
期

限
の
さ
ら
な
る
延
長
な
ど

協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

②
深
刻
な
運
転
手
不
足
と

い
う
現
状
の
も
と
、
ま
ほ

ろ
ば
号
の
路
線
拡
大
や
運

行
便
数
の
充
実
の
た
め
に

は
、
他
路
線
の
縮
小
・
減

便
等
の
最
適
化
、
バ
ス
以

外
の
交
通
モ
ー
ド
に
よ
る

運
行
な
ど
、
様
々
な
検
討

が
必
要
で
す
。
市
全
体
を

広
い
視
野
で
見
つ
つ
、
地

域
公
共
交
通
の
再
構
築
を

目
指
し
検
討
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

※
運
行
開
始
予
定
時
期
は
令

和
８
年
１
月
下
旬
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

森
林
環
境
譲
与
税
の

積
極
活
用
を

デ
マ
ン
ド
交
通
と
路
線
バ
ス
を

組
み
合
わ
せ
よ

今い
ま

泉い
ず
み  

義よ
し
ふ
み文  

議
員

笠か
さ

利り

毅つ
よ
し  

議
員

金
を
活
用
し
て
お
り
、
交

付
さ
れ
た
森
林
環
境
譲
与

税
が
未
使
用
の
ま
ま
積
み

立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

録画映像はこちら

録画映像はこちら

全質問項目

全質問項目

◇森林環境譲与税の活用について
◇市民主体による「まちピカ運動」
の導入について

◇デマンド交通とバス路線の併用に
ついて
◇プラスチック資源の回収について
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